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■ 会 長 報 告         江﨑 直利君 

今日はお寺の標語についてお話します 

門前に掲げられる標語ですが、割と楽しみにして

います。仏教協会で印刷してたり黒板に手書きして

いたりシンプルですがほのぼのします。 

以前京都のあるお寺の標語集が出版されました 

一部紹介させていただきます 

「この道もあの道も行き詰まった、もう道がないと

思うけど行き詰まるのは私の思い道は必ずある」 

「ひと月待てた 手紙の返事メールになって

一週間 

ＬＩＮＥになって一時間？待てなくなっている 

せわしないね」 

「異国の地では同じ日本人、帰国するとちがう人、 

歳がちがう、出身がちがう、あれあれおなじじゃ 

なかったの？」 

これらは高僧でなく若手男女８人が考えている

そうです 

最近お寺で講演会やコンサートなどおこない

ますがたった８行の標語に込めたメッセージも

おもしろいです 
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■ 幹 事 報 告           桑原 茂君 

・公益財団法人ロータリー米山奨学会より 

ハイライトよねやま 211が届きました。 

・藤枝明誠高等学校 塙校長より 

全国高等学校野球選手権大会出場に係るご支援 

の御礼について、書面が届いております。 

■ 出 席 報 告           加藤 智之君 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○伊藤彰君 ○稲葉君 ○小池君 ○樽󠄀井君 

○早川君 ○望月君 ○川口君 植田君 

池ヶ谷君 

(２)メークアップ者  

伊藤 彰彦君（藤枝） 小山 明良君（藤枝） 

森竹 正晃君（藤枝） 渡辺 哲朗君（藤枝） 

富澤 静雄君（藤枝） 早川 清人君（藤枝） 

漆畑 雄一郎君（藤枝） 松浦 正秋君（藤枝） 

梅島 純夫君（藤枝） 小池 𠮷久君（藤枝） 

稲葉 俊英君（藤枝） 

■ スマイル B O X          加藤 智之君 

・夕食は、おでんで具にトマトを加えると言って 

いました。サラダには出ましたが、あれから 

一週間まだおでんでは見かけません。 

江崎直利君 

・皆様こんにちは。来週はいよいよ高野山研修に 

５名の仲間と言ってきます。江崎会長の足が 

治ります様に…         桑原茂君 

・来週 10月 18・19日（水）（木）と高野山へ江﨑 

会長・桑原幹事・佐野芳正さん・内山さん・中山 

で行って参ります。お札・お守りなど納める 

ものがございましたら、お気軽に託してください。 

中山恵喜君 

・妻の誕生日のお祝いありがとうございました。 

また、併せて結婚記念日のお祝いもありがとう 

ございました。トマトとってもおいしかったです。 

山田壽久君 

・月初の例会にン休んでしまい、トマトを届けて 

くださり、ありがとうございました。 

内山淑夫君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございました。 

トマトがとても美味しかったです。渡辺哲朗君 

・先日は結婚記念日のプレゼントありがとうござい 

ました。これからも夫婦仲良くやっていきたいと 

思います。           古川賢吾君 

・おそくなりました。前年、皆出席できました。 

今年も極力頑張ります。     梅島純夫君 

・皆出征のプレゼントありがとうございました。 

遅くなってすみません。     小山明良君 

・100％出席の記念品ありがとうございました。 

おくれましたが、御礼申し上げます。森竹正晃君 

スマイル累計額  ２４０，０００円 

■ 会 員 卓 話                  

 

 

社会奉仕小委員長 

竹田 敏和君 

 

 

 

社会奉仕セミナー報告 

日付：平成 29年 8月 27日（日） 

開場：静岡県男女共同参道センターあざれあ 

 

【講演会】        講師：荒川 祐二 

一部講師として荒川祐二さんが招かれ“100万人

のＧＯＭＩ”拾いと題して講演がありました。

彼が上智大学の３年生のとき、自分の未来が

見えず自分の生きがいが分からない。夢がない

といったことから自分が嫌いで、そんな自分を

変えたいという思いで、お兄さんに相談すると

“自分を変えたい変えたいといっているが

お前は何もしていないじゃないか”と指摘され、

それなら新宿駅東口日本一汚い場所のゴミ拾い

を毎朝６時からやると決意し兄との約束で

１ヶ月続けることになりました。なぜゴミ拾いか

というと何もできない自分でもゴミ拾いくらい

ならできる事だと思って一人で始めることに

なったそうです。背中に「一緒に掃除してくれる人

募集」と書かれた看板を背負って始まった活動は

初めは人に邪魔にされ、いじめられ大変だった

そうですが、徐々に周りの人の心を動かし、ホーム

レスから始まり１人また１人と仲間が増え、

その活動がある日朝日新聞に取り上げられると

全国だけでなく海外の人も集まってくるように

なり、半年後の 2007年 5月 3日（護美の日）には

全国で一斉にゴミ拾いを開催するまでの活動と

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

39／48 81.25％ 43／48 89.53％ 
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なったそうです。全国 27 ヶ所総勢４４４人を

集め、その活動は現在も継続され 2009年 5月 3日

には全国200ヶ所全世界26ヶ国総勢15,534人。 

2010 年 5 月 3 日には全世界 30 ヶ国以上 10 万

3,036人。2013年 5月 3日には環境省と官民一体

で行うプロジェクト［ＧＯＭＩファンタジスタ

プロジェクト］として全世界 300ヶ所以上 15万

3,894 人という全世界ムーブメントに広がって

いるそうです。 

一見、大阪弁で喋り捲るその容姿は私には若手

漫才師のように見えましたが、７冊の著書を出す

作家であり、全国の学校を中心とした講演活動を

行い、ニートや引きこもりと呼ばれる若者に

職場を与える飲食店（ラーメン店）の経営者でも

あるということでした。 

 

【活動報告（１）】      沼津 柿田川 RC 

 沼津柿田川ＲＣから 2016 年 9 月 3 日（土）

に行われた、柿田川湧水清掃保全事業の活動報告

がありました。柿田川ＲＣは 1980年 9月 22日

創立され、37年目を迎えるクラブで会員数は 16名、

駿東郡清水町を拠点としているクラブです。 

近くを流れる柿田川は湧水を水源とする全国

でも珍しい川が流れています。この事業は

2015-16年度に 2580地区米山奨学委員会では

毎年奨学生達を募って米山梅吉記念館へ訪問し、

近郊の観光をして帰路についていましたが、

奨学委員会の皆さんの地域に貢献できる奉仕

作業がしたいとの思いを受け、メンバーの大石

会員川口会員が中心となり清水町と協議を

重ね実現することになった活動です。 

目的は柿田川を外来種から守ることにあり、清流

「柿田川」に生息する「ミシマバイカモ」を守る

ため外来種オオカワヂシャが繁殖力が強く

ミシマバイカモに覆いかぶさり日光を遮って

しまうのでその駆除をすることと柿田川公園内

にはえる外来種「トキワツユクサ」を駆除する

ことにあります。 

事業規模は 2580 地区参加者 68 名 2620 地区

参加者 36 名の合計 104 名でした。内訳は米山

奨学生 39 名、学友会 2 名、地区役員 25 名、

RC メンバー17名です。 

昨年につづき、本年度も 9月 2日（土）に行わ

れた報告がホームページにのってます。 

 

【活動報告（２）】       市川 大門 RC 

市川大門 RC より神明の花火大会における美化

運動推進啓発活動の報告がありました。市川の

花火は竹田氏軍用の「のろし打ち上げ」から

始まったと言われております。江戸時代になります

と観賞用の花火が盛んになり、市川の花火は

常陸の水戸・三河の吉田（豊橋）と共に日本三大

花火に数えられるようになったそうです。毎年

8 月 7 日に「神明の花火」が平成元年よりつづ

いている花火大会です。花火大会は近くのグラ

ンドをイベント会場として行われますが、観客の

出すごみの量は想像もつかない量でした。市川

大門 RC は何か良い方法はないかとゴミ袋の

配布を地元 JC・高校ボランティアの方々と当日

4 時から 6 時まで 1 万枚のゴミ袋を配布した

ところこの年より捨てられるゴミの量が少なく

なったとの事です。翌朝は、町の職員・中学生・

高校生や町内の役員やボランティアと 700 名で

ゴミ拾い作戦を行っているそうです。 

4年前からは、ゴミ袋に 4つのテストを印刷して

ロータリーの宣伝も兼ねて配布を行っている

との事でした。 

 

 

 

 

 

 

佐野 芳正君 

 

 

 

せとやの活性化－元気創造 

■瀬戸谷の人口は、今後 20 年間で半減する

と予想されます。 
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■瀬戸谷の活性化のため 5 つの活動目標を

立てました。 

1. 自然を活用して、豊かな暮らしができる 

瀬戸谷をつくる 

2. 地域で子どもを見守り・育てる「地育」を 

行う 

3. まち～むら交流を進める 

4. 生活環境と教育環境を整備する 

5. 瀬戸谷の魅力を発信する 

■具体的には定住促進のため、自然を活用し

瀬戸谷の魅力を発信して、まち～むら交流を

進めることとしました。 

■私たちは定住促進対策の順番を次のように

考えました。 

１．地区内の若い夫婦に斡旋をする 

２．地区外に住む瀬戸谷出身の家族に斡旋を 

する 

３．地区外の若い夫婦に斡旋をする 

４．活力のある定住希望者に斡旋をする 

■地元では、平成 19年より「瀬戸谷に住もう」

事業を開始しました 

藤枝市は空き家バンクを平成 23年 12月より

開始しました（中山間地域を対象）  

実績 （H23.12月～H29,9月末現在） 

・ 空き家登録物件数 ４７戸  

※うち、瀬戸谷地域 ２３戸 

・ 空き家バンクによる移住者数 ２６世帯 

 ６７人（移住時の人数） 

  ※うち、瀬戸谷地域１３世帯 ３５人 

※８０％以上が若い家族 

   ※移住後に生まれた子供の数 ８人 

・空き家バンク利用者登録者数 １６３人 

（延べ人数） 

※特に瀬戸谷地域が人気       

・電話、窓口への問い合わせ件数 ９７８件 

■定住希望者は瀬戸谷に何を望んでいるか。

田舎暮らし体験施設「やまあい」の参加者に

聞きました。 

① 人と人との交流、おもてなしを求めて！ 

② 田舎暮らしの体験を求めて！ 

③ 子供を育てる環境のために！ 

④ ライフスタイルを求めて！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言         松浦 正秋君 

 

 

 

 

 

 

 

本日（１０月１３日）午前に商工会議所から

電話が入りました。 

来週の火曜日から台湾へ行ってくれないか

という話です。 

藤枝市と商工会議所とで実施する台南市での

物産展への参加予定だった大塚副会頭が

体調を崩したので、替わりに行ってほしいとの

ことでした。 

急な海外出張が決まり、なんだかうれしい

です。 

大塚さんお大事に。 

山田会頭行ってきます。 
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例会日 クラブ行事 摘要 

10/20(金) 

第 1247 回 
ガバナー補佐訪問  

10/27(金) 

第 1248 回 
会員卓話 理事会 

11/3(金・祝) 

第 1249回 

移動例会② 

（お花畑事業） 
青少年事業 

11/12(日) 

第 1250 回 
地区大会  

 

 

 

■ 今週のこの人         杉浦 聡君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     めずらしく起きてます（笑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (担当／杉浦君) 

 


